
法政大学情報メディア教育研究センターシンポジウム2021

2021年3月11日

遠隔授業TFの取り組みとコロナ・ポストコロナの授業設計方針

「リアルタイムオンライン授業を選ばなかった」
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前期授業開始５月11日

新型コロナウィルス感染拡大 大学からの要請により、
遠隔授業タスクフォース（TF）設置

2020年３月入構禁止措置
⚫ 情報学部教員８名で編成
⚫ 本学の情報環境の調査
⚫ 遠隔授業実施案の策定
⚫ 学生・教員向けマニュアル作成

2020年４月
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学生がキャンパス内に入れない（集められない）状況を想定

本学に備わっているLMS（Learning Management System）機能利用と外向け
配信条件を考慮

学生の学外での受講環境、特にネット容量制限（ギガ不足）に配慮

授業としての成立要件（双方向性等）に配慮し、LMS、Chat、メールなど併用必須

学生はPC、タブレット、スマホのいずれかは保有していることを想定

座学(「プログラミングや実験や演習等」以外)を主に想定

学生にとって理解しやすい

既存ICT機器を最大限利用するノウハウの蓄積

教員の負担を最小限に

従来からの課題も極力解決
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学内ネットワーク端末群

Mediasite
動画サーバー

Firewall

学生宅

学生宅

教員宅

新宿・八王子キャンパス

クラウド
サービス

（G Suite等）

LMS
サーバー

月 火 水 木 金 土 総計

1限 3,053 2,118 1,923 1,927 2,238 968 12,227

2限 3,278 2,171 2,737 3,339 2,934 580 15,039

3限 2,885 3,031 2,874 3,274 2,555 475 15,064

4限 2,304 2,468 2,567 2,692 2,340 267 12,638

5限 891 651 735 759 1,093 0 4,129

6限 10 42 27 14 67 0 160

総計 12,391 10,481 10,863 12,005 11,227 2,290 59,257

⚫ 受講者数(2019年度実績より予測）

⚫ 「学内⇔学外の通信」（Firewall）が貧弱（１Gbps）
⚫ LMSは元は補助的使用を想定して導入されていたため、

同時アクセス数上限が1000程度（※授業開始直前に4000へ）

開始前の懸念事項

4 月時点
教員約600（常勤200・非常勤400）名，学生約6215 名
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どのくらい帯域資源に余裕があるのか

⚫ 最大帯域を大きく増やすことは困難 （ボトルネックはエッジ側）
⚫ 昼間と夜間の差は急激に減っている（赤矢印）
⚫ 昼間の国内での余剰は数Tbpsと予想（緑矢印）

⚫ 現在・今後はさらに少なくなる可能性

Nii（国立情報学研究所）
第３回「4月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」資料④より転載

朝 昼 夜

帯域は逼迫しており、データダイエットとタイムシフトダウンロードが重要
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学生の自宅インフラ環境

４月初旬から必修課題 on LMSにて、学生の端末とネット環境調査

⚫ PCやタブレット、スマホ保有率調査（ ⇒ 特に１年生はPC保有率が芳しくないことが判明）

⚫ 学生の容量無制限高速インターネット契約率は４月時点では不明

（一定の比率で制限付きと予測）

大学から学生には「最低限スマホ」・

「十分な容量の通信環境、できれば無制限を整えて下さい」 と依頼

いずれにせよ、データダイエットが重要！と位置づけた

⇒ 総量として4コマx5日で週に2GB、月に8GBまで＝100MB/１コマ とする
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⚫ １回の授業資料は合わせて上限100MBとする（動画配信は原則禁止）

⚫ 資料保存はG Suite上のGoogle Driveとし、LMS上でリンクを指示

⚫ 教員は前々日までに資料を保存・公開完了 ⇒  学生は前日から当日朝８時までに授業資料ダウンロード

⚫ 時間割は当初予定通りとし、質問等はLMSの質問登録掲示板・メール・G Suite上のChatなどを利用

⇒  双方向性の担保
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学生のギガ不足、および社会情勢からみた通信帯域の逼迫
⇒ 授業資料のデータダイエットとタイムシフトの徹底

Zoom利用の大学が多いという情報があったがセキュリティ面での懸念
⇒ G Suite for Educationの制御による利用者管理

情報機器利用に慣れていない教員（常勤・非常勤）への補助
⇒ 全体のコンセプトやPPT・音声資料作成の説明会を複数回開催
⇒ 資料作成のテクニカルスタッフ、授業内TAの配置

遠隔授業マニュアルと注意事項の発信（次ページ以後）
⇒ 教員向けマニュアル（完全版・簡易版）
⇒ 学生向け（PC・スマホ版）
⇒ それぞれへの禁止事項などをわかりやすくした１枚紙＋α

全学生向け「遠隔授業と情報セキュリティ」（倫理教育）を授業期間前に設置
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教員（完全版）87ページ・教員（簡易版）41ページ

「6つのNo」

PPT表紙テンプレート・優先度の説明・合理的配慮（授業開始前）

レポート・テスト時の実施に向けたサポート（授業開始後）
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学生（PC版）32ページ 学生（iOS/Android版）37ページ 「５つのNo」 レポート・テスト時の注意事項
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LMSアクセス数 学内 ⇒ 学外通信 学外 ⇒ 学内通信

授業開始日（５月11日）から7月中旬までの解析結果（各線は１週・２週・全週平均）
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⚫ LMSは授業開始時から上限2000以下で安定して推移（頻繁なログアウトを依頼、通知）
⚫ 学内外通信量も時間帯による変動はあるものの全体の逼迫には至っていない

＊
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６月上旬から中旬での「遠隔授業に対するアンケート」結果解析（回答数：2278件）

⚫ 予習復習がやりやすいとする回答が圧倒的に多い
⚫ 教員側からは通常授業に比較して「出席率の高さ」「学習意欲の高い学生のさらなる意欲上昇

傾向⇔低い学生のリテラシー不足」など
⚫ 課題が多いので量調整を求める声など（他大学も同様の声多数）
⚫ 学生側からは「出席管理」に関する不安面も見受けられる

＊
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学内ネットワーク端末群

Mediasite
動画サーバー

Firewall

学生宅

学生宅

教員宅

新宿・八王子キャンパス

クラウド
サービス

Course 
Power

⚫ 2020年４月末
CoursePower(LMS)同時アクセス上限
1000→4000

⚫ 2020年11月初旬
Firewall通信上限
１Gbps→８Gbps

⚫ 2021年１月
CoursePower保存領域増加

⚫ その他
（後期対面授業開始を受けて）
演習室の座席仕切り増設等

⚫ （学外の場合）学生・教員の通信接続状況
⚫ （学内の場合）BYOD・電源確保・３密回避
⚫ 新入生のPC納品遅れ（ギガスクール構想などの影響）

次年度に向けた懸念事項

機材貸出し
無線ルータ50GB： 66件（９～10月に集中）
PC貸出し： 学生約50件、教員４件

⇒返却済もあり、現貸出し件数は30件台

Google Workspace 

（旧G Suite）

学習管理用
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実験・演習科目の対面実施 （前期から後ろ倒ししたものも追加）

一部講義科目についてGoogleMeet/Zoom等 利用制限を緩和

対面、対面＋、同時双方向とオンデマンドのハイブリッド
⇒ 時間割は当てはめるが、必ずしも同時双方向とはしない科目の導入

教場試験を実施（一部）

⚫ 一部の学生の通信環境がいまだに悪い状況⇒貸出しルータ、貸出しPCなど
⚫ 対面方式と遠隔方式での混合による時間割設計はかなり困難
⚫ 遠隔方式の試験は、公平性の担保・不正の予防・監視が困難

現状も残る問題点
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※当日お見せしたデータは一部学外公開不可ですので
画像を加工しています
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対面の長所は学生間コミュニケーション
実験・演習の施設利用

遠隔の長所は教材の自習
通学が不要・場所を選ばない点
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対面・遠隔の長所は同程度

遠隔の短所は学生間交流・課題の量が主
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総合文化（人文・社会系）

キャリア支援科目

基礎理系（数学・物理・化学）

実験・実技・演習系
（基礎＜専門）

外国語
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体育系

専門実験・実技・演習

専門講義：遠隔対面ほぼ同数

卒業研究・ゼミ

教職系
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⚫ 資料を印刷したい学生の紙出力サポート
⚫ 電話・メール相談（特に先輩学生から構成するStudent Assistant窓口を設けているが、

不足または認識していない？）
⚫ 通信環境・機器などのサポート不足も若干ある

遠隔授業に学生が必要と答えた支援環境
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対面の長所は教員＆学生間コミュニケーション
（学生は学生間・・・）
実験・演習の施設利用

遠隔の長所は教材の自習
通学が不要・場所を選ばない点
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長所は対面＞遠隔
（学生は同程度）

担当実績： 同時双方向≧オンデマンド＞混合
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授業準備に費やす時間・エネルギーは
例年の２～４倍程度が最多

コンテンツは修正しながら次年度以後も再利用可能
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⚫ 授業の自由度をあげる
⚫ 学生との対話が必要 ⇒ 学生側への支援も必要
⚫ 機材や人員サポート・インフラの改良

遠隔授業に教員に必要なサポート
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「確率・統計Ⅰ」（前期）２年生必修 受講生300名強
資料コンテンツ（PDF、PPT併用）＋音声ファイル
質問はメール・LMS・Google Meet
⇒対面よりもアンケート結果が

「情報学基礎論Ⅱ」（後期）１年生必修 受講生300名強
教員３名＋TA12名 常駐、資料コンテンツ（PPT＋音声）
５名程度×60組のグループディスカッション、プレゼンテーション評価等
⇒Google Hangout等での学生交流がかなり有効

「情報学概論」ほかオムニバス（後期）２・３年生向け 受講生100～300名強
外部講師の資料作成・課題提示の指示に若干苦戦

「卒論ゼミ」・「３年次セミナー」（少人数PBL）・実験科目
Google Meetを使用 ⇒ 研究室利用

同時双方向 オンライン

同時双方向 オンライン

オンデマンド型

オンライン・対面併用型
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授業実施方法は「対面」「対面＋（プラス）」「遠隔」
特に「対面＋」（教室が密にならないよう配慮した授業形態）が新たな取り組みにな
り、積極的なICT機器利用を推奨

遠隔授業環境整備
・Google Workspace for Educations plusの導入強化、公開サービス増加他
・動画配信等を可能とし、録画および見逃し配信を認める
・2020年度に作成した遠隔授業用資料は積極的利用

さらなる工夫を呼びかける

FD研修を３月中に複数回実施
3/8 「授業目的公衆送信補償制度」 （改正著作権法対応）

⇒情報システム部
3/15  遠隔授業マニュアル説明会（常勤・非常勤）⇒TF
3/22 遠隔環境での授業の工夫紹介⇒Best Teacher(s)
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学内ネットワーク端末群

Mediasite
動画サーバー

Firewall

学生宅

学生宅

教員宅

新宿キャンパス
３年生
研究室（４年生・院生）

クラウド
サービス

LMS
サーバー

八王子キャンパス
１・２年生
研究室（４年生・院生）
サークル活動等

⚫ 遠いキャンパスをまたぐ連続時限の授業受講は不可能だったが遠隔併用で可能に
⚫ 新宿キャンパスの周辺ネットワーク強化で新宿中をキャンパスに？

Google Workspace 

（旧G Suite）
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新型コロナウィルス感染拡大により前期の「全面遠隔授業化」
を実施した

ICT教育研究環境の本格整備へ
学園中期計画『コンパス2023』 情報環境PT

・BYOD(Bring Your Own Device)の実施
・図書館の役割の見直し
・学内および周辺ネットワークインフラの整備
・授業コンテンツの管理
・「数理・AIデータサイエンス」レベル別の対応
・対面が必須となる科目と遠隔授業の効果的な棲み分け
・ハイブリッド留学・海外協定校とのオンラインプログラム
・サポート人員（SA/TA）の配置継続
・成績評価方法（試験等）の実施方法の検討

大学の情報インフラ等の徹底した調査と全学への周知により、
既存の設備を最大限利用し、サーバートラブルの発生はない




